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　地球温暖化防止全国ネットの今年度事業計画にあ
る「エネルギー・環境戦略の選択肢に対する自立的
国民的議論の推進」に取組むため、地球環境基金の
助成を受けて、事業を行いました。
　5月には「エネルギー・環境戦略 市民討議 実行委
員会」準備会を開催し、調査対象地域を川崎市とし、
選挙管理委員会へ無作為抽出のための申請を行い、
準備を整えました。
　6 月 29 日に政府が３つの選択肢を公表してから、
討論型世論調査の実施プロセスに沿って事業を進め
ました。７月上旬の川崎市民 3,000 人への世論調査
（T1）と討論イベントの参加意向、７月下旬の出席確
認の電話、8月上旬に「分かりやすい資料」等の送付、
そして 8 月12 日に討論イベント（57名参加）を開催
しました。参加者には、討論イベントの開始前のア
ンケート（T2）、６つのグループに分かれた討議と全
体会での専門家への質問を２回行った後、アンケー
ト（T3）に回答していただきました。
　この 3 回にわたるアンケートをまとめ、エネル
ギー・環境戦略の選択肢に対する国民の意見の一つ
として、８月17日に柳下正治（上智大学大学院地球
環境学研究科教授）実行委員長名で政府（国家戦略室）
に届けました。
　この取組みは、多くの新聞・テレビに取り上げられ、
多方面から様々な問い合わせを頂きました。

▼

▼ ▼

▼
　今後、振り返りのシンポジウムを12月 2日（日）に
川崎市内で開催します。
　今回の市民討議の実践が、重要な社会的課題に対
して、市民社会が自発的に民意づくりの場を設け、
討議を行い、その結果を国や社会に向けて提案・提
言をしていく先進的事例になりました。

http://www.zenkoku-net.org/ene-kan-kikin24/
　詳しくは討論型世論調査のホームページまで

　政府が示した 30 年の原発比率３案について、討論を
踏まえた意見（T3）は、「０％」支持が 56％、「15％」支
持が23％、「20-25％」支持が14％でした。3回のアンケー
トにおける意見の推移は、下図の通り、参加者の 4割は、
途中で意見を変更していました。
　また、どれを支持するか「大いに確信を持って答えた」
と回答した人は、討論イベント前は 42％でしたが、後
では 68％になりました。

主な意見の傾向

2030 年原発依存度に関する T1→T2→T3 の意見の遷移
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討議と専門家への質問後調査結果

討論イベントの開始前調査結果

７月上旬の川崎市民世論調査結果（討論イベント参加者のみ）

「エネルギー・環境戦略の選択肢に対する自立的国民的議論推進事業」報告　

川崎市民を対象に討論型世論調査を実施
▼

　今回の「選択肢」はエネルギーと環境という視点から原発依存度の低減、エネルギー安全保障に加え地球温暖化問
題への対応が論点となっており、どの「選択肢」を選ぶかは、これからの日々の暮らしや社会・経済活動に関わる大
変重要な課題であり、その選択は日本の将来のあるべき姿を描くことにつながります。
　そこで、全国ネットでは地域センターおよび賛助会員を対象に、政府担当者を招きこの問題に関する説明会を開催
しました。この説明会で出た意見と複数の地域センターの意見をまとめて、政府に全国ネットとしてのパブリックコメン
トを 8月 10 日付けで提出しました。

「エネルギ－・環境に関する選択肢」
地域地球温暖化防止活動推進センター等説明会を開催

日程：7月 19 日（木）14：00～17：30　会場：航空会館
選択肢の説明：環境省地球環境局　総務課低炭素社会推進室
コメンテーター：西岡秀三氏(地球環境戦略研究機関研究顧問)、長谷川公一氏 (東北大学教授)
             　　　　　　　   

次のホームページをご覧ください。http://www.zenkoku-net.org/topics/topic120810.php

【説明会概要】

【パブリックコメントの詳細】



　 http://www.zenkoku-net.org/teitansohai2013/　詳しくはホームページをご覧ください

●募集対象   低炭素社会づくり、温暖化防止に取組む団体・企業  
●部門一覧   地域活動部門、学生活動部門、企業活動部門、ソーシャルビジネス部門
●応募方法 募集要領、エントリーシートは低炭素杯２０１３ホームページよりダウンロードして下さい。募

集要領をお読み頂き、エントリーシートに必要事項を記入して、締切までにE-mail でご送付下さい。

まずは E-mail でエントリー
エントリーシート

ファイナリスト 35団体を選考・通知
審査基準は去年と同じです。活動の貢献度・必要性・先駆性などのほか、部門別の審査基準があります。

ご記入頂いた形式資料をもとに、本戦の事前準備を始めます。

プレゼン内容の事前提出

プレゼンテーションの形式は自由。
各団体の持ち時間は 4 分。多彩な有
識者約10人 で構成された企画・審査
委員会が、プレゼンテーションを見
て最終選考を行い、活動日本一を決
定します。表彰は去年とほぼ同様。
環境大臣賞、協賛・協力企業／団体
賞等があります。
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　低炭素杯のロゴマークを公募により決定しました。全国から120作品
の応募があり、東京都の立志哲洋さんの作品が選ばれました。
　このロゴマークは、炭素を吸収した葉っぱが空に広がっていくイメー
ジで、低炭素社会を築くための様々な活動がいろいろな地域に広がって
いくことを表現しています。また、多様な葉っぱのかさなりがハートの
マークになり、地球を愛する活動の連携の大切さを表わしています。

低炭素杯の新しいロゴが決まりました！

▼

新しい低炭素杯ロゴ

▼

集え！伝えよう、低炭素活動　
低炭素杯2013エントリー団体の募集を開始
　次世代に向けた低炭素社会の構築をめざして、今年２月に開催した「低炭素杯２０１２」では、小学生・高
校生から地域のくらしのベテランと企業の取組みまで、多様な団体によって実践されている、自然エネルギー
の活用・普及や節電・省エネなど、多くの取組みが発表され、ノウハウの共有や交流が進みました。
　来年、2013 年からは、気候変動に関する国連枠組条約の京都議定書における第２約束期間が始まり、温暖
化対策も、新たな段階（ネクスト・ステージ）へと歩を進めることが求められています。そのため、「低炭素杯」
を引き続き開催し、これまで以上に多様な地域で、多様な主体・セクターの連携を促しながら、低炭素社会の
構築に取組む人々が歩み続けるための基盤としての役割を果していくこことなりました。
　2013 年２月に開催する「低炭素杯２０１３」に向けて、エントリー団体・企業の募集を開始しました。皆
様の応募をお待ちしています。



　オリンピックに沸いたロンドンに行って来ました。「震
災で世界中から頂いたご支援に『ありがとう』を伝えよう、
そしてこれからも日本を見続けて下さい」という趣旨の
イベントのためです。私は、ロンドン出発に先駆けて日
本縦断し、沢山のメッセージを携えてそのメッセージを
お伝えする大事な役割を頂きました。会場では、共に渡
英した陸前高田のけんか七夕太鼓の皆さんの心震える演
奏や、福島の復興大使の方々の強いお気持ちに真剣に耳
を傾けてくれた世界中の方々の様子に、私達スタッフも
感謝の思いでいっぱいになりました。

　日本に帰って来て思う事は『あ
りがとう』の先、です。復旧・復興
の先、です。助けてくれた世界中
が日本を見ている今、私達はど
んな価値を作り出し示すことが
出来るのか。すでにビジョンは
見えているのではないでしょう
か。この夏の日本中の節電への意
識とその結果が、未来を示す一
つの答えのように思えるのです。

宮城県出身。テレビ朝日「ゆうゆう散
歩」レポーターほか、低炭素杯２０１２
の司会進行など

▲陸前高田けんか七夕太鼓の演奏の様子　

「3R・低炭素社会検定公式テキスト」
全国ネットでも販売しています
「持続可能な社会の構築に向けて」「3R分野」「低炭素社会
分野」で構成。最新のデータから、主要な法律、歴史的な流れ、
家庭における取組みやライフスタイルまで、幅広く網羅！

3,200 円（税込・送料別）

4　

詳しくはホームページをご覧ください
http://www.zenkoku-net.org/topics/topic120509.php

　国家戦略会議は、「国民的議論で作った戦略」として「原発に依
存しない社会の一日も早い実現のため、2030 年代に原発稼働ゼロ
を可能とするよう、あらゆる政策資源を投入する」とした「革新的
エネルギー・環境戦略」を 9月 14 日に決定した。
　今までエネルギー戦略は、エネルギー産業界を中心に議論され、
国民は「蚊帳の外」であった。今回は「国民的議論」を踏まえた、
戦略の決定が行われた。国民的議論の方法など改善する課題は
様々あるが、国民を巻き込んだ熟議が行われたことは、大変大き
な変化である。そして、全国ネットもパブリックコメントを提出す
るとともに「討論型世論調査」を実施することで、そこに参加した。
　「2020年に温室効果ガス25％削減」の国際公約も、国民的議論を
通じて実現したいものである。 総務・企画グループ 廣瀬 健二

【試験会場】

【受験申請】

【試験日程】

【申込方法】

【対象範囲】

【検定方法】　　

【合格発表】

【検定料金】

職場における環境教育等を
行う新しいポストに就くこ

とができた。 

合格者の声
ける環境教育等を
いポストに就くこ
ができた。 

格者の声

合格はゴールではなく
スタート。合格者向け勉強会や
交流会招待のほか、教材
提供も受けられる。

合格者の声


